
日本原産会議講演要旨 04‐ 12‐ 14義士討ち入りの日に

宗教とエネルギーの地政学から観た 21世紀

1、  宗教とエネルギーの地政学とは
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3) 「偏在」と「認識」の村

2、  宗教と政治 (第 2表 )
1)ユ ダヤ教  政教未分離
2)キ リス ト教 政教分離
3)イ スラーム 政教不分離

3、  イスラーム世界 と「近代化」 (第 3表 )
1)イ スラーム創成期 神 (ア ッラー)一預言者ニムスリム
2)イ スラーム文明の盛衰 神―クルァーンー君主一ムスリム&異教徒
3)ナショナリズムの功罪 西欧的政教分離政策を追及

4、 「正義の戦争」と「聖なる戦争」 (第 4表 )

1)旧約聖書  「エルツ・イスラエル」 (イ スラエルの地)「 ヨシュア記」
(聖絶の教理 )

2)「新約聖書」自衛権放棄とローマ帝国国教・十字軍派遣との葛藤

3)「 クルァニン」 (平 ―ラン)イ スラームを侵略から守る (ジハー ド)

4)イ スラエルとアメリカを結んだプロテスタン ト「福音派」 (第 4、 第 5表 )

5、 「石油文明」から「脱炭素文明」の 21世紀
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